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お
ひ
な
様
の
折
り
紙
な
ど
で 

 
 

ひ
な
ま
つ
り
を
楽
し
む 

富山のことをもっとよく知ろう平成２７年５月の行事 

 

富
山
囲
碁
愛
好
会
（
鈴
木

一
一
会
長
）
は
、
昭
和
30
年

に
発
足
し
て
、
今
年
で
60
年

に
な
り
ま
す
。
現
在
、
会
員
は

40
名
で
、
毎
月
第
２
・
第
４
日

曜
日
に
富
山
公
民
館
で
10
名
ほ

ど
が
腕
を
磨
い
て
い
ま
す
。 

 

「
囲
碁
の
魅
力
は
、
何
と

言
っ
て
も
奥
の
深
い
こ
と
で

す
。
入
り
や
す
く
つ
い
つ
い
夢

中
に
な
っ
て
、
始
め
て
20
年
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
」
と
お

話
を
伺
っ
た
の
は
、
ア
マ
チ
ュ

ア
初
段
の
腕
前
の
芝
崎
光
弘

ーふらっと通信ー 

 
 

  

さ
ん
（
平
久
里
下
在
住
）
。 

 

テ
レ
ビ
漫
画
で
「
ヒ
カ
ル

の
碁
」
が
人
気
の
あ
っ
た
と

き
は
、
会
員
が
富
山
小
学
校

の
ク
ラ
ブ
活
動
の
指
導
に

ご
存
じ
で
す
か
、
こ
ん
な
活
動 

今
月
は
「
富
山
囲
碁
愛
好
会
」
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

「
ふ
ら
っ
と
」
で
は
、
３
月
１
日
、
親

子
で
楽
し
む
「
ひ
な
ま
つ
り
」
を
開
催
し

ま
し
た
。 

 

当
日
は
雨
の
た
め
、
富
山
公
民
館
に
会

場
を
変
え
、
参
加
者
・
ス
タ
ッ
フ
併
せ
て

33
名
が
、
お
ひ
な
様
の
折
り
紙
や
市
部
の

吉
澤
博
さ
ん
の
指
導
の
も
と
、
ど
ん
ぐ
り

ア
ー
ト
に
挑
戦
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
あ
ひ
る

の
会
」
の
紙
芝
居
や
○×

ゲ
ー
ム
な
ど
も

行
い
、
親
子
や
友
だ
ち
と
、
半
日
、
楽
し

い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

（熱戦を繰り広げた富山囲碁愛好会大会） 

（最後に参加者・スタッフみんなで記念写真） 

 

現
在
、
会
員
を
広
く
募

集
し
て
い
ま
す
。
囲
碁
の

魅
力
を
体
感
し
て
み
ま
せ

ん
か
。 

 

問
合
せ
は
、
芝
崎
さ
ん

ま
で 

 

 

☎
58
‐
０
１
４
６ 

 

私
が
遠
く
十
代
の
こ
ろ
、
東

京
新
宿
で
歌
声
喫
茶
が
流
行
っ

て
い
ま
し
て
、
「
と
も
し
び
」

と
言
う
と
こ
ろ
に
歌
い
に
行
っ

た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。 

 

つ
い
先
日
、
館
山
市
船
形
の

若
潮
ホ
ー
ル
で
、
地
元
「
コ
ー

ヒ
ー
ブ
レ
ー
ク
」
主
催
の
「
う

た
ご
え
公
民
館
」
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。
参
加
者
は
、
私
と
同

年
代
の
人
た
ち
で
、
伴
奏
し
て

く
れ
る
曲
は
知
ら
な
い
も
の
は

な
く
、
昔
を
思
い
出
し
て
大
き

な
声
で
歌
い
、
い
い
ス
ト
レ
ス

発
散
に
な
り
ま
し
た
。 

 
 
 

地
域
づ
く
り
支
援
員 

◆
伏
姫
と
八
房
の
た
わ
言
◆ 

ふらっと通信では、 

有料広告掲載を広く募集して 

います。 

この大きさで３千円で、 

この倍になりますと５千円です。 

詳しくはふらっと事務局へ、 

行
っ
て
い
た
と
き
も
あ
り

ま
し
た
。
今
年
の
１
月
11

日
に
は
、
富
山
囲
碁
愛
好

会
主
催
の
大
き
な
大
会
が

あ
り
、
鋸
南
町
・
館
山
市

か
ら
も
多
く
の
囲
碁
愛
好

家
が
集
ま
り
、
熱
戦
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。 

４０歳を記念して、恩師を囲みW成人式を行う 
 

富
山
中
学
校
平
成
元
年
度
卒
業
生

が
「
Ｗ
成
人
式
」
と
銘
打
っ
て
、
十

数
年
ぶ
り
に
同
窓
会
を
行
い
ま
し

た
。 

 

当
日
は
、
１
１
６
人
い
た
卒
業
生

の
う
ち
51
人
が
出
席
し
て
、
３
人
の

当
時
の
恩
師
の
先
生
を
囲
ん
で
、
盛

大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
で
は
自
然

と
中
学
時
代
の
思
い
出
話
に
花
が
咲

き
、
最
後
に
「
地
元
に
残
っ
て
い
る

人
も
遠
方
で
活
躍
し
て
い
る
人
も
こ

れ
を
機
に
、
こ
れ
か
ら
も
つ
な
が
り

を
も
っ
て
い
こ
う
」
と
会
を
閉
じ
ま

し
た
。 

 

Ｗ
成
人
式
を
企
画
し
た
幹
事
は
、

「
現
在
、
富
山
に
残
っ
て
い
る
30
人

の
つ
な
が
り
を
強
め
つ
つ
遠
方
の
同

級
生
を
含
め
、
20
年
後
に
は
全
員
で

『
還
暦
祝
い
』
を
開
催
し
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。 

（同窓会を始める前に取り壊される校舎の前で、記念写真を撮る） 

「岩井」の交流について意見交換 

 ～茨城県坂東市民が来訪～ 

 

２
月
17
日
、
茨
城
県

坂
東
市
か
ら
ま
ち
づ
く

り
を
考
え
る
若
い
メ
ン

バ
ー
が
富
山
を
訪
れ
ま

し
た
。
坂
東
市
は
旧
岩

井
市
と
旧
猿
島
町
が
平

成
17
年
に
合
併
し
た
市

で
、
今
回
は
「
岩
井
」

と
名
の
つ
く
地
名
を
有

す
る
富
山
地
区
と
、
商

業
的
・
文
化
的
な
交
流

の
提
案
に
訪
れ
ま
し
た
。 

 

富
山
地
区
か
ら
は
、
観
光
協
会
岩
井
支
部
や
岩
井

民
宿
組
合
の
方
な
ど
が
参
加
し
、
活
発
な
意
見
を
交

わ
し
て
い
ま
し
た
。 

「
布
の
恵

め
ぐ
み

」
で
作
品
展
を
開
催 

 

布
の
恵
（
川
名
順
子
代
表
）

の
作
品
展
が
、
２
月
20
日
か
ら

28
日
ま
で
、
富
山
公
民
館
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

布
の
恵
は
昨
年
、
内
房
商
工

会
女
性
部
か
ら
独
立
し
、
富

浦
・
富
山
の
主
婦
14
人
で
結
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
作
品
展

に
備
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
会
員
が

古
布
な
ど
で
手
づ
く
り
し
た
吊

る
し
雛
の
ほ
か
ビ
ワ
や
花
・
動

物
な
ど
の
作
品
を
準
備
し
、
会

場
に
所
狭
し
と
き
れ
い
に
飾
ら

れ
て
い
ま
し
た
。 

（
き
れ
い
に
飾
ら
れ
た
作
品
） 

日 時間 行事名 主な内容 場  所 主 催 

９

（土） 
 廃品回収 皆さんのご協力をお願いします 各所 

富山幼小 

ＰＴＡ 

（様々な意見が飛び交いました） 
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    ○○岩井駅花壇清掃活動   3月26日（木）９時30分～  
      毎月いわい案内人の会と一緒に行っています。 

 平成２７年３月の「ふらっと」会議・活動予定 

ーふらっと通信ー 

  

私
は
山
形
県
真
室
川
町
西
郡

ま
む
ろ
が
わ
ま
ち
に
し
ご
お
り

出
身
で
昭
和
60
年
に
富
山
町
に

来
て
か
ら
30
年
が
経
ち
、
富
山
は
第
２
の
故
郷
に
な
り
ま
す
。 

 

「
一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
、
一
日
の
行
動
は
挨
拶
か
ら
始
ま

る
」
私
の
思
う
地
域
づ
く
り
の
基
本
は
挨
拶
で
、
特
に
朝
の
挨
拶

が
一
番
大
切
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
近
頃
、
大
人
の
方
々
は

挨
拶
し
て
も
素
知
ら
ぬ
顔
を
し
て
、
通
り
過
ぎ
る
こ
と
が
多
い
よ

う
な
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。
自
宅
の
裏
通
り
は
通
学
路
に
な
っ

て
い
ま
す
。
毎
朝
、
犬
の

散
歩
を
す
る
と
き
に
た
く

さ
ん
の
小
中
学
生
と
会
い

ま
す
。
２
年
ほ
ど
前
ま
で

は
「
お
は
よ
う
」
と
声
を

か
け
て
も
素
知
ら
ぬ
顔
で

通
り
過
ぎ
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
１
年
ほ
ど
前
か
ら
声

を
か
け
る
と
、
元
気
よ
く

挨
拶
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
私
は
中
学
校
の
校
長
先
生
に
電
話
で
「
こ
の
こ
ろ
の
生
徒

は
非
常
に
明
る
く
礼
儀
正
し
く
な
り
ま
し
た
ね
」
と
褒
め
称
え
る

言
葉
を
贈
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
校
長
先
生
は
、
早
速
、
朝
礼

で
子
ど
も
た
ち
に
話
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
人
の
非
難
・
中
傷
を
た

く
さ
ん
い
う
人
は
お
り
ま
す
が
、
人
を
褒
め
称
え
る
こ
と
を
し
な

い
の
で
、
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。 

 

私
は
「
西
郡
会
」
と
い
う
ふ
る
さ
と
の
組
織
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
い
る
人
が
、
年
一
度
、
地
元

に
帰
っ
て
き
て
話
し
合
う
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
地
域
の
賑
わ
い
を
取

り
戻
す
た
め
に
、
年
に
一
度
、
富
山
地
域
に
帰
っ
て
き
て
、
い
ろ

い
ろ
話
し
合
え
る
場
所
と
時
間
を
作
っ
て
上
げ
る
イ
ベ
ン
ト
等
を

企
画
し
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
私
も
70
歳
を
過
ぎ
て
、
残
り

の
人
生
を
地
域
活
性
化
の
た
め
に
、
い
ろ
い
ろ
な
方
と
論
議
を
重

ね
て
、
第
２
の
故
郷
富
山
地
域
活
性
化
の
た
め
に
、
尽
力
し
た
い

と
思
い
ま
す
。 

 

 

地
域
づ
く
り
の
基
本
は
、
挨
拶
か
ら 

     市 部 
 佐 藤 末 富さん        

私の考える地域づくり㊸ 

 

２
月
21
日
、

「
平
群
の
『
花

立
峠
・
紅
梅
街

道
・
頼

朝

伝

説
』
を
巡
り
ま

す
」
の
里
美
発

見
伝
ウ
ォ
ー
ク

11

を

50

人
が

参
加
し
て
行
い

ま
し
た
。
当
日

は
平
群
天
神
社

に
集
合
し
て
、

花
立
峠
か
ら
梅

の
香
か
お
る
荒

川
の
紅
梅
街
道
や
頼
朝
伝
説
の
楊
枝
井
戸
・
山

神
社
な
ど
を
巡
り
、
春
の
息
吹
を
感
じ
な
が

ら
、
約
14
キ
ロ
・
６
時
間
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

楽
し
み
ま
し
た
。
途
中
お
昼
に
は
、
南
房
総
市

の
食
材
五
穀
米
な
ど
を
使
っ
た
暖
か
い
昼
食

（
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
・
サ
ラ
ダ
）
を
用
意
し
、
お

替
り
も
出
て
好
評
で
し
た
。 

千

倉

町

か

ら

参

加

さ

れ

た

母

娘

は
、

「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
所
ど
こ
ろ
の
説
明
が
あ
り

楽
し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
お
昼
の
カ
レ
ー
ラ

イ
ス
は
、
甘
口
で
食
べ
や
す
く
て
お
替
り
を
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
た
母
娘
で
参
加
し
た
い

で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

途
中
、
コ
ス
モ
ク
ラ
シ
ッ
ク
ゴ
ル
フ
場
で

は
、
ト
イ
レ
を
お
借
り
し
ま
し
た
。
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

 

南
房
総
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

主
催
の
「
有
害
鳥
獣
対
策
研
修

会
」
が
、
２
月
20
日
に
富
山
公

民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
富
山

地
区
の
イ
ノ
シ
シ
の
１
月
末
現

在
の
捕
獲
数
は
７
４
９
頭
で
、

昨
年
度
の
年
間
捕
獲
数
が
５
５

８
頭
で
し
た
の
で
、
す
で
に
昨

年
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
野
生
動
物
の
生
態
に
つ
い
て
詳
し
い
講
師
の
浅

田
正
彦
さ
ん
は
、
講
演
の
中
で
「
イ
ノ
シ
シ
対
策
は
生
態
を

よ
く
知
る
こ
と
で
す
。
イ
ノ
シ
シ
は
繁
殖
力
が
強
く
、
10
頭

が
10
年
後
に
は
約
１
０
０
０
頭
に
増
え
ま
す
。
そ
の
た
め
、

イ
ノ
シ
シ
の
出
産
場
所
で
あ
る
耕
作
放
棄
地
な
ど
を
作
ら
な

い
こ
と
が
大
切
で
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

梅
の
香
か
お
る 

紅
梅
街
道
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
む 

出
産
場
所
の
耕
作
放
棄
地
を
作
ら
な
い
こ
と 

 
 
 
 
 

～
有
害
鳥
獣
対
策
研
修
会
開
か
れ
る
～ 

 

４
月
の
里
美
発
見
伝
ウ
ォ
ー
ク
13
で
、
か
っ
て
桜
の

名
所
だ
っ
た
観
音
山
に
寄
り
ま
す
。
今
で
は
市
部
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
チ
ー
ム
の
手
で
、
こ
の
桜
の
名
所
も
復
活
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
今
月
は
、
観
音
山
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
す
。 

 

市
部
寺
中
（
じ
っ
ち
ゅ
う
）
に
あ
る
通
称
観
音
山
に

は
、
元
福
聚
院
に
所
属
し
た
観
音
堂
が
あ
り
ま
し
た
。
江

戸
末
期
ご
ろ
廃
堂
に
な
っ
た

と
思
わ
れ
ま
す
。
勝
山
藩
主

酒
井
忠
朝
が
寛
文
２
（
一
六

六
二
）
年
に
没
し
、
そ
の
遺

骨
は
若
狭
（
今
の
福
井
県
）

空
印
寺
に
送
る
に
際
し
、
こ

の
観
音
堂
で
火
葬
し
た
と
の

説
が
あ
り
ま
す
。
勝
山
藩
主

は
、
江
戸
屋
敷
か
ら
国
元
に

帰
ら
れ
る
と
祖
先
の
忠
朝
の

位
牌
参
拝
の
た
め
、
福
聚
院

に
参
詣
さ
れ
る
が
、
時
に
市
部
天
満
宮
や
観
音
山
に
も
登

ら
れ
た
と
い
い
ま
す
。
勝
山
藩
に
と
っ
て
特
に
心
を
寄
せ

る
大
切
な
場
所
だ
っ
た
と
い
わ
れ
観
音
山
登
山
道
に
は
路

傍
に
石
仏
や
仁
王
を
刻
ん
だ
石
柱
が
あ
り
ま
す
。 

 

頂
上
に
は
、
小
池
重
博
士
の
詩
碑
が
あ
り
、
小
高
い
丘

は
桜
の
名
所
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
美
し
い
白

ペ
ン
キ
の
展
望
台
も
設
け
ら
れ
、
遠
く
富
士
山
や
岩
井
海

岸
を
望
み
、
ふ
も
と
に
は
満
々
と
水
を
た
た
え
た
湖
も
あ

り
、
絶
好
の
観
光
地
で
し
た
。
桜
の
季
節
に
は
、
市
部
区

民
の
花
見
、
岩
井
小
学
校
の
遠
足
の
場
と
し
て
賑
わ
い
ま

し
た
。 桜

の
名
所
だ
っ
た
観
音
山 

わがふるさと富山㊶ 

ふ
る
さ
と
富
山
を
参
照 

  
 

 

岩
井
地
区
に
は
、
房
日
新
聞
に
毎
年
の

よ
う
に
紹
介
さ
れ
る
桜
の
名
所
が
あ
り
ま

す
。
今
回
の
ウ
ォ
ー
ク
は
「
寿
薬
寺
の

桜
」
や
「
合
戸
の
桜
」
な
ど
を
巡
り
ま

す
。 

期 
 

日  

平
成
27
年
４
月
４
日
㈯ 

 
 
 

 
 

雨
天
の
場
合
は
６
日
㈪
に
延
期 

募 
 

集 

30
人
程
度
（
応
募
が
９
人
以
下 

 
 
 
 

の
場
合
は
中
止
） 

集 
 

合 

富
山
公
民
館
に
９
時
20
分
ま
で 

 
 

 
 
 
 

に
集
合 

参
加
費 

１
０
０
０
円
（
弁
当
代
・
玉
ね
ぎ
狩 

 
 
 
 

り
代
、
保
険
・
資
料
代
） 

 
 
 
 
 
 

 
持
ち
物 

飲
み
物
・
雨
具
・
保
険
証 

コ
ー
ス
と
内
容
（
総
距
離
約
８
㌔
） 

 

集
合
場
所
９
時
30
分
発
～
天
満
山
（
練 

 

馬
少
年
自
然
の
家
）
～
岩
井
川
沿
い
～ 

 

百
田
宗
治
旧
家
旧
道
（
久
枝
）
～
寿
薬 

 

寺
（
桜
・
百
田
宗
治
の
お
墓
・
記
念 

 

碑
、
お
昼
）
～
水
道
タ
ン
ク
～
薬
師
橋 

 

～
竹
内
の
お
地
蔵
（
朗
読
）
～
市
部
～ 

 

合
戸
の
桜
～
観
音
山
（
鯉
の
ぼ
り
）
～ 

 

熊
野
神
社
の
二
輪
草
（
二
部
）
～ 

 

集
合
場
所
へ 

申
込
み
及
び
問
合
せ 

 

富
山
地
域
づ
く
り
協
議
会 

 

「
ふ
ら
っ
と
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

☎
57
‐
３
０
０
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 里美発見伝ウォーク１３ 

 

桜
の
名
所
を
歩
き
ま
す 

（梅の香かおる紅梅街道を歩く参加者。 
 円内はちょうど見ごろの紅梅） 

日頃の練習の成果を発揮 
―富山文化フェスティバルで― 

 

文
化
協
会
富
山
支

部
主
催
の
文
化
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
が
、
２

月
８
日
、
富
山
公
民

館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当

日

は

皆

さ

ん
、
日
頃
の
練
習
の

成
果
を
大
い
に
発
揮

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

特
に
富
山
幼
稚
園
年

少
も
も
組

16
人
の
可

愛
い
踊
り
に
は
盛
大

な
拍
手
が
贈
ら
れ
て

い
ま
し
た
。 

（富山幼稚園年少もも組による、よさこいラー

メン：写真は合戸の高橋正高さん提供） 

（イノシシ対策について話す 

 浅田正彦さん） 

（いろいろなイベントが行われる観音山） 

ーふらっと通信ー 


